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都市安全研究センター 社会基盤マネジメント研究分野 長尾研究室

地震大国で暮らし，工学を学ぶ皆さんにとって地震工学は取り
組みがいのある分野であることはいうまでもないことです．

地震動の増幅特性の違いが被害の違いに直結します．増幅特性は深い地盤構造（場合によっては地下数
km程度までの範囲の地盤構造）や地震動入射条件等々に依存します．増幅特性とは単に加速度が何倍に
なるといった単純なものではありませんし，また加速度の最大値が大きいから被害が出るといった単純なも
のでもありません．観測や解析により地震動を精度良く評価する手法を研究し，構造物の設計地震動の合
理化を目指します．

主な研究分野：地震工学，設計工学
特に地震工学は地震動と構造耐震の両分野からアプローチします．
http://www2.kobe-u.ac.jp/~nagaotak/index.html

構造耐震の研究課題例

実際の地震動と強震動シミュレー
ションによる地震動．地震動の精度
の高い評価を目指します．

実際の増幅特性と解析による増幅
特性．サイト増幅特性のより精度
の高い評価を目指します．

構造物は地震作用に耐えるように設計されています．しかし，このような
構造にしておけばよいという，過去の経験に基づいた固定観念に従って
断面が決められている例も少なくありません．

左図の橋梁は地震に耐えるように地中に打設した杭で上部工を支えて
います．水平方向の地震荷重には橋脚の曲げ剛性と地盤の反力で耐
えるというわけですね．でも，本当にこの形がベストなのでしょうか？

構造形式を工夫することで，耐震性がぐーんと高まるかもしれません．
詳しいことはまだ書けません（すいません）が，要はアイデア次第で
す．新しい構造形式を考案して，ほら，今までよりもこっちのほうがい
いでしょ，こっちのほうがもっと地震に強いでしょ，と周りの人たちを
説得出来たら，ちょっと嬉しいと思いませんか？

地震動の研究課題例
左も右も，熊本地震後の益城町
の状況で，両地点は少しの距離
しか離れていません．左はピカ
ピカ，右はメチャメチャです．

では，何が被害を分けたのか？

研究は解析が主体となりますが，実験や現場観測もあります．基礎的技術力を身
につけられるように，かつ新たな発見ができる力を習得できるように，工夫をします．
社会人のDr.コースの学生も３名いるので，社会人との会話を通じて就職に関する
情報を得ることもできます．新しいことにチャレンジする気概のある学生歓迎．
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